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一- 傾向 一一一一一強45 50 Z得
近田敬子 :小児看護教育における健康人間学-の接近
る｡学生時代の子供との具体的な関わりは,学
内のサークル活動 ･地域の子供会活動 ･ボラン
ティア活動 ･家庭教師等であったが,子供との
豊かな経験の可能性はこのような場に積極的に
参加するか否かにかかっているように思われ
る｡すなわち,全体的に人との交流に対する価
値観,およびそれに伴 う関わ りの生活体験の有
無がクローズアップされてくる｡
このように見ていくと,子供を苦手とする学
生は,実習現場では当然のことながら,知識の
乏しさに加え,積極性の無さや子供からの逃げ
の構えが見え,問題学生と称されるに至る｡学
生 ･教師 ･臨床指導者ともに,このような認識
を定着してしまうならば,もはや健康人間学を
基盤にした教育は不可能となる｡
要するに,苦手意識の有無にかかわらず未知
-の挑戦という緊張感と不安を持ちながら,学
生が自己充実した在 り方で実習等ができるなら
ば,子供との関わ りもより充実したものになっ
ていくと考えられる｡やはり,学生も無限の可
能性を秘めた存在である｡
Ⅴ まとめにかえて
以上の調査は,実習に入る前の2回生の実態
から,子供との日頃の関わり方における問題を
抽出して,さらにその要因を把握し,今後の実
習指導に役立てることを意図したものである｡
このデータ処理において,数量で客観的に表わ
しているが,それらの要因把握の際に人間学的
に考察することを試みた｡しかし,量的に把え
たものと全体的 ･総合的にみることとの間に不
調和が生じているように思え,また,未だ看護
現象に介入していない段階での,看護理論を使
った考察にも違和感があり,さらにその上に教
育を検討していると言う矛盾がある｡
本来,人間学的には類似した個々の現象を,
丁寧に全体的に見詰めることに意義があると思
われる｡それはさて置いて,1つの量的な傾向
を多面的に関連させながら,考えることはでき
たように思える｡すなわち,このデータが示す
好き･苦手という意識は,あくまでも子供との
関わ りの体験の多少によることが大きく,それ
は社会環境の影響を受けたものであり,真に子
供が苦手であるとは言い難い｡近い将来の実習
が,子供との接触の始めての体験になる学生も
多いが,学生自身がのびのびとして,子供との
関わ りに遠進できてこそ,子供の特性的な
α(気)に触れることが可能にな り,初めて子
供観および子供の健康観を体で感じるに至ると
考えられる｡
真に子供を苦手とする学生は,全く別の要因
によると推測できる｡この事については,保育
所並びに病棟での3週間の小児看護実習後も,
苦手意識が持続して,子供と心から関わること
ができなかった学生を,人間学的に検討し直す
ことによって,教育上の何か新しい示唆が得ら
れると思われ,今後の検討課題としたい｡
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